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5) 『欺かざるの記J明治27年10月22日 『全集J第7巻、 241頁。
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8) 「釜山特信（対日）在釜山鑑湖生J『国民新聞』明治27年8月5日、 2頁。
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12) 「波瀧」 ［国民新聞j明治27年11月1日、 3頁。
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16) 「波濡JI国民新聞j明治27年11月I目、 3頁。
17) 「新橋より名古屋 蘇峯生Jr国民新聞j明治27年9月16日、 3頁。
18) 「国民の勝てる也」「無名の英雄」 『国民新聞J明治27年9月28日、2頁。
19) 「朝鮮国民の改造」『国民新聞J明治27年8月7日、 1頁。
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＊討議要旨
朴貞蘭氏は、 当時の朝鮮人が自国に対して無関心で‘あったという説明があったが、独歩が朝鮮に行っ
て自にした地方とは、大同江周辺であったと考えていいのか。レジ‘ユメに引用している松原岩五郎の
プサノ
文章は釜山の様子を報告している。中国国境に近い北部の大同江と南部の釜山とでは、住民の政治へ
の関心に温度差が生じていたのではないか、と質問した。それに対し発表者は、朝鮮北部において政
治的関心が高かったのは事実だが、本発表では実際的な政治行動は別として、 表象という観点から捉
えることを試みた。その点からいえば、特定の地域に限定されることなく、むしろ日本対刺鮒という
枠組みの中でひと括りにされており、政治に無関心かっ無気力な朝鮮人というイメージが共有されて
いた、と答えた。
関礼子氏は、 ①発表者の視点は、既成の表象体系に対して独歩の作家主体と関わるかたちでの表現
が存在する、というものであったと理解したが、その二項対立で捉えている表象と表現の差典を詳し
く説明すれば、発表内容がよりクリアになるだろう。②本発表で取り上げた資料は明治27年のものが
中心となっているが、日清戦争に言及する場合、明治28年以降、日本国内の言論に大きな変化が牛じ
てゆくのが定説となっている。独歩は明治28年以降どう変わってゆく のか、と尋ねた。それに対し発
表者は、 ①表象は一般的に煩型化されたものに過ぎないが、表現とは表象の枠におさまりきらないも
のだと考えている。本発表では、特に独歩の表現するプロセスを重視した。②発表の主眼は、明治27
年の独歩におけるi担問1宇が政治的な流れとは全く 別の次元で捉えられているという点にあり、！VJ治28年
以降も、朝鮮に対する政治的な関心は確認できていない、と答えた。棚町知弥氏は、 「従軍Jとタイト
ルで、謡っているからには、独歩のことのみならず、明治27・28年の日本海軍の状況や閏妃暗殺などの
歴史的な事件についても触れるべきではないか、と感想、を述べた。
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